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   This is a report of tumor in the diverticulum of urinary bladder associated with stone 
seen in a 46-year-old man. 
   The diverticulum was locat on the left posterior wall of the bladder and the left ureter 
was open in it. The removed diverticulum measured 8.0 x 7.5 x 5.0 cm and was full of three 
stones and necrotic mass. There was a tumor on the right side of the ureteral orifice. 
   The tumor looked malignant from its appearance with hemorrhage and necrosis. Histolo-
gical diagnosis was made as squamous cell carcinoma. Most of the tumor tissue consisted of 
undifferentiated spindle-shaped cells and abundant blood vessels, but there was obviously a 
cornified lesion compatible with squamous cell carcinoma. The tumor was also infiltrative 
into the surrounding adipose tissue. 
   Thirty-seven cases were reviewed from the Japanese literature as to incidence, age, sex, 
symptoms, diagnostic methods, treatments and prognosis. Histological aspects of the tumor in 
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主 訴=肉 眼 的血 尿,
現 病 歴:1969年7月3日,肉 眼 的 血 尿 を 妻 が は じ め
てみ つ け た.以 後 血 尿 が つ づ くの で某 医 に て 加療 し た
が 軽 快 せ ず,7月21日 慈 恵 医 大青 戸 病 院 泌 尿 器科 を訪
れ た.排 尿 の 異 常 もな く,排 尿痛 も認 め な か っ た が残
尿 感 を 訴 え た.ま た6～7年 前 よ り,い ち ど尿意 を催
す と3へ4回 引 き続 い て排 尿す る よ うな 状 態 が続 い て
いた.夜 間排 尿 は3～4回.
既 往 歴:先 天 性 の精 神薄 弱 で あ る.
家 族 歴:父 は喉 頭 癌 で死 亡(64才).母 は 脳軟 化 症
で死 亡(65才).兄 弟,子 ど もな し.
現 症:体 格,栄 養 中 等 度 眼 瞼 結 膜 に 貧 血 な く,
表 在 リンパ節 の腫 脹 な し.胸 部 は 理 学 的 に 異 常 を認 め
ず 腹 部 は 平 坦 で圧 痛 な く,肝,脾,腎 は 触知 し な
い.聖 丸,副 聖 丸,前 立 腺 に も異 常 を 認 めず.
諸 検 査成 績
1)尿 検 査:黄 褐 色 で 混濁 あ り.pH6.O,蛋白100
rng/d1,糖(一),ウロ ビ リノー ゲ ン正 常.沈 渣 で赤
血 球 は(+),白 血 球(+),扁 平 上 皮(+).細 菌 培
養 陰 性.
2)血 液 検 査=Ht38%,赤 血 球数407×104,血色
素13.19/d1,白血 球 数9,000,血小 板 数16.3×104,
出血 時 間5分30秒,凝 固 時 間8分,プPトPン ビン時
間 ユ3.3秒.
3)血 液 化学 検 査=尿 素 窒 素23.2rng/dl.C1106
mEq/L,Na135mEq/L,K4.4mEq/L,Ca4.8
mEq/L,無機P1.8mg/dl,尿酸3.7mg/dl,クレ ア
チ ニ ン ユ.9mg/d1,総コレ ス テ ロー ル!74mg/d1,ア
ル カ リフ ォ ス ファ ター ゼ1.6単位,総 ビ リル ビ ン0.3
mg/dl,GOT19単位,GPT18単 位,LDH105単 位,
血 清 総 酸 フ ォス フ ァ タ ーゼ0.32単位,血 清 総 蛋 白6.6
9/d1,A/G1.1。血 清梅 毒 反 応 陰 性.血 沈 は1時 間 値
38mm,2時 間値57mm.
4)腎 機 能 検 査:Fishberg濃縮 試 験 で,最 高 比 重
1022。PSP排泄 試 験 は15分で5%,120分 合計 でユ5%
で あ っ た.
5)膀 胱鏡 検 査1容 量 は300mlで 膀 胱 内 に結 石 な
し。 左 尿 管 口は不 明 で,憩 室 口も 明 らか で な いが,左
尿 管 口 と思 わ れ る部 分 に壊 死組 織 が 認 め られ た,粘 膜
は 浮 腫,充 血 が 強 く肉柱 形 成 が著 明 であ っ た.青 排 泄
試 験 で右 側は 初 発4分20秒,濃 背8分45秒.左 側 は10
分 で も排 泄 な し.
6)レ ン トゲ ン検 査=膀 胱 部 単純撮 影 で,3.1×3.O
cm,3.0×2.5cm,2.9×2.Ocmの3個の結 石 様 陰 影 が
認 め られ た(Fig,1).IVP10分像 で は左 腎 の造 影 な
く,右 腎 は 腎 杯 の拡 張,鈍 化 が み られ た(Fig.2),
正 面 お よび 第2斜 位 の逆 行 性 膀 胱 造 影 で,膀 胱 左 後壁
に憩室が認められ,結 石は憩室内の ものとわかった
(Fig,3,4).
































































































































































血 尿 ・頻 尿
血 尿
尿混濁 ・血尿
血 尿 ・頻 尿






排 尿 困 難
排 尿 痛
血 尿








































































例 中4例(3.4%)な どが あ り,一 般 に3%前 後 であ
る.し か し 本症 は診 断 が や や 困難 であ り,ま た未 報 告
例 もか な りあ る と考 え られ,実 際に は さ らに 多い こ と
と思 わ れ る.
年 令 で は,Table2の ご と く,60才代 に 最 も多 い.
性 別 では 男 子 が圧 倒 的に 多 く,37例中31例を 占め てい
る.Blum4)およびFox6)の述 べ てい る よ うに,憩 室
発 生 の 原 因 が 尿流 障 害 に よる とす る説 に 従 うと,男 子
に 憩 室 の 発 生 が 多い のは 当 然 で あ ろ う.
最 も多 くみ られ る臨 床 症 状 は血 尿 であ り,そ のほ か
頻 尿,排 尿 痛,排 尿不 快 感,排 尿困 難,尿 混 濁 な ど の
症 状 が み られ て い るが,そ の詳 細 はTable3に 示 し














Table4確定 診 断 法
診
症 状




排 尿痛 排尿不 快 感
排 尿 困 難
尿 混 濁
下 腹 部 腫 瘤
残 尿 感










































れわれの例は憩室内 に3個 の結石を 合併 していたた

























胱憩室に血尿を伴 う場合には,い ちお う腫瘍の
合併を疑って精査する必要がある.
病 理 組 織 例 数
移 行 上 皮 癌
扁 平 上 皮 癌
移行上皮癌 ・扁平上皮癌
乳 頭 状 癌
肉 腫
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